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要約

国名:ネパール王国

案件名:タマガリ農場基盤整備拡充事業

相手国担当機関:森林土壌保全省､ハープ生産加工会社(EPPCL)

1
:事業の背景

1974年ネパール政府は農業振興政策の一環としてハープ(薬草､香草)試験農場をナラ

ヤニ県タマガリ地区に設立した｡その後1981年､同国政府森林土壌保全省はハープ生産

加工会社(耳erbs PTOduction and Processing Company:fTPPCL)を設立し前述のタマガ1)
農場を HPPCLに移管した｡同農場は､その後(1986年まで) FAO及びUNIDOの資金､技

術援助を受けて拡大を遂げ栽培面積は当初の15 ha から 90 ha に増大したo さらに近年

の自助努力により現在は 200 ha となっている｡

現在同国政府は第7次5ケ年計画を推進中であるが,その中で農業､潅濃,畜産､森林

開発､道路､電力､等を重点分野としている■｡これを受けて森林土壌保全省は森林資源開

発の一環としてハーブの生産､加エを一つの産業として定着させると共に,ハーブの輸出

拡大をとうして国家経済の体質強化を計りたいとしている｡その為具体的な方策として同

国唯一の加工プラントを持つ試験､生産農場であるタマガリ農場に ① 栽培技術の確立､

② 生産及び加工量の増大､ ③ 生産技術の普及 等の役割をもたせ､現在問題となって

いる ① ハープ輪出の低迷 ② 品質の低下 ③ 生産及び加工技術の不足 等に対処

しようとしている｡この為同農場の既存施設の改修,拡充が必要となっているo 同国政府

はこの事業を日本政府の無償資金協力を得て開始したい意向である｡

2
:事業の概要

事業は2段階に分けて進められる｡第1段階はタマガリ農場の基盤整備拡充であり第2

段階はこれらの完成をまって後の栽培試験､研究､生産､加工､農民ヘの栽培技術の普及

等である｡

第1段階の基盤整備拡充事業の概要は(事業費は約 8億円)以下のとうりである｡

1 :

2 :

3 :

村落聞達結道路新設 15 km

開墾 60 ha

潅漉排水施設の設置 之60 ha

(既耕地 208 ha を含む)

5

6

7

8

研修棟等建屋

車両､農業機械の購入

加工プラントの購入

その他維持運営施設の拡充
4 :農場内幹線道路 19 E皿
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一‾

1
-



要約

国名:パキスタン共和国

案件名:ペシャワール郡カブール河右芹地域潅載開発基本計画

相手国担当機関:光西辺境州政府潅親局及び計画局

1 :事業の背景

1947年英領インドより独しその後1971一束パキスタンと分離したパキスタンは国土面積
は 80 万k皿2.一人口は約8千万を有する｡主要産業は農業であリ GDP の約 25 %､全労働人
口の 50 % を占めている｡このため同国では農業を国の基幹産業と位置ずけた上で､国内

の食料需要を満たした農業は伝統的輸出品であった綿花､近年輸出増の目覚ましい米等の

さらなる増産を維持しつつもその他小麦等の増産をはかり余剰分を輸出にまわして外貨獲

得に資したいとしているQ なを1986年の 一人あたリ GNP は 350ドルであった｡

同国は4つの州と連邦政府直轄地より構成されるo この中でアフガニスタンに隣接する
北西辺境州は州全体面積74､520 E皿2 に対して17､000 K皿之(州面積の 23 % )の耕地面

積を持つ｡この内釣43 % (7,340 Ezn2 )は既潅濃地であるが同国の驚異的潅概率-全国

平均 73 %-には遠く及ばないo 同州ではインダス河本流の水資源は勿論､多くのインダ

スに注ぐ支涜の水資源に恵まれており,その上未開発の地下水にも文恵まれている｡この

ため北西辺境州政府は他州に比較して未だ改善の余地ある農業の現状と未開発の水資源の
有効利用を計る為に州内の6 ケ所を重点開発地区として選定しているo ペシャワール郡カ

ブール河涜域はその一つであるo

カブール河流域では古くより農業が営なまれ潅概施設の建設の歴史も古いo しかしな

がら施設の老巧化や 近年の都市部の膨張はこれらの潅濃施設の機能を著しく損ないつつ
ある｡またこれら施設の維持管理が州政府の大きな財政負担となっている｡そこで同州政

府は州都ぺシヤ‾ヮールを抱えるぺシャワール郡カブール河右芹地区の利用可能な水資源土

地資源の有効利用と都市部と都市近郊農村の均衡のとれた開発の為に潅濃開発を柱とする

農業開発のポテンシャルを既存計画をも含めて包括的に調査を行ない潅濃開発基本計画を

策定することとしている｡

2
:事業の概要

ぺシャワール郡カブ-ル河右岸地域的Z､500 Km之 を対象として潅濃開発基本計画を策

定するo 作業は下記の3フェーズに分割して合計21ケ月にわったて行なうものとする.

フェーズ1 :

フェーズ2 :

フェーズ3 :

調査対象地域に関連する資料収集及びその解析

(自然条件,社会経済,農業､潅濃､排水等)

開発基本構想の策定

飲下の項目を含む潅親閲発基本計画の策定

(5 ケ月)

(8 ケ月)

(8 ケ月)

a 潅概排水個別計画

b潅濃排水施設の維持管理計画
c 農地造成

d 土壌保全

e洪水軽減(インダス河,カブール河を除く)
f 家庭用水を含む水の需要､供給

g個別計画の評価
h個別計画の優先J頃位ずけ

******************************************
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1 1まじめに

本報告書は平成元年6月25日よリ7月1 2日迄の18日間にわたってネパール王■国および

パキスタン共和国にて行なわれた下記の事業に関わる事前調査の結果をとりまとめたものでる｡

1 ネパール タマガリ 農場基盤整備拡充事業
2 パキスタン ペシャワール群カブール河右芹地域潅濃開発基本計画

調査は社団法人海外農業開発コンサルタンツ協会(ADCA)から派遣された下記2名の団

員により実施された｡

潅濃.･ 鈴木 隆臣

農業: 石塚 真

日本工嘗株式会社

日本工嘗株式会社

調査団は現地調査及び資料,情報の収集を行なうにあたっては両国の政府関係横国の御協力

を頂き円滑に業務を遂行することができたo 現地調査の窓口として御協力を項いた政府機関は

ネパール国においては,大蔵省､森林土壌保全管,ハープ生産加工会社 またパキスタンにお

いては北西辺境州政府計画開発局及び潅濃局であった｡また,今回の調査にあたって両国の日
本大使館, JICA事務所､関係各国政府機関の方々より多大な助言と協力を頂いた｡これらの方

々に対して深甚なる謝意を表する次第である｡

平成 元年10月

1_1



添付資料- 1

調査団貞の経歴

調査員名 経歴

鈴木隆臣 昭和19年9月20日生

昭和42年3月東京教育大学農学部農業工学科卒業

昭和42年4月一昭和53年10月株式会社大芝土木

設計事務所在籍

昭和53年H月日木工宮入社

コンサルタント第2‾事業本都農業事業部農業水利部副参

石塚真 昭和24年7月i8日生

昭和47年3月玉川大学農学部農学科卒業

昭和48年2月一昭和49年4月国際展友会派米研修生

昭和49年10月一昭和52年4月青年海外協力隊隊員

昭和52年4月-昭和55年6月株式会社野田食菌工業

在籍

昭和57年7月日本工営入社

コンサルタント第2事業本都農業事業部営農部副参事



匪廼亘亘≡司

調査行程表

月日(曜日)
6. 25 (日)
6. 26 (月)

6. 27

6. 28

6. 29

6. 30

7. 01

7. 02

7. 03

7. 04

7_ 05

7. 06

7. 07

7. 08

7. 09

(吹)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

木

金

土

日

7. 10 (月)

7. 11 (火)

7. 12 (水)

業務内容

東京
一 バンコック (TG-641)

バンコク
ー

カトマンズ (TG-311)

日本大使館及びJICA表敬
tlPPCL にて資料収集､森林土壌保全省表敬
カトマンズ - ビルガンジ

タマガリ農場現地調査

ビルガンジ ー カトマンズ

大蔵省表敬

資料整理
HP‾PCL にて討議及び資料収集
カトマンズ ー カラチ

カラチ
-

イスラマバード

日本大使館及びJICA表敬

(P長一26g)

イスラマバード
ー

ぺシャワール

北西辺境州政府潅渡局及び計画局に於て資料収集

潅渡局に於て討議,資料収集

現地踏査

要請状草稿作成

計画局及び潅渡局に於て討議

ぺシャワール ー･イスラマバード

資料収集

日本大使館及びJICA訪問

イスラマバード ー カラチ

カラチ
一

束京 (JL-472)
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2 ネパール王国 タマガリ農場基盤整備拡充事業

2. 1 背景

2. 1. 1
一般状況

ネパールは北は中国,南と東西はインドに挟まれた内陸国であり､国土面積141千Km2を有

する｡地勢上､大ヒマラヤ山脈を含む北部山岳地帯,首都カトマンズを中心とする中部丘陵地

帯及び通称テライ平野と呼ばれる南部平原地帯の3地域に区分される｡東西に細長く位置して

いるが､気象条件は亜無帯から温帯､寒帯さらには氷雪帯に至るまでの一主として著しい標高
差故に一極めて多様な変化を示す｡

同国の人口は現荏約l千7百万人と推定されるc 人口密度は全国平均が119/K益2であり､
最も高いのはテライ平野である｡人口増加率は1960年代には 之.2 %であったが1980年代に
は2.7 ‡と高まってきているa 人口分布は最近20年間に確実に変化してきている｡これは

山岳地帯は人口増加に対応しきれず中部丘陵地帯や1950年代まではマラニア感染地域であっ

たテライ平野への移住が進んだ結果である｡表1 - 1は3地域の人口とその分布の変化を示し

たものである｡中部丘陵地帯やテライ平野の人口増加の著しいことが判る｡

表1-1 人口分布の変化

単位:百万人
地区 1961 1971 1981 備考l

山岳地帯 3.37書 1.14 l.30
!
l

事テライ平野を

含む人口

丘陵地帯 6.04 6.07 7.20

テライ平野 4.35 6.60

合計 9.41 ll.56 15.1_0

ネパール国の経済は大きく農業に依存しており､人口の 93 iが農村部に居住し農業及びそ

の関連産業はGDPの60 %を占める｡しかしネパールの農業は依然として低いレベルにあり
その発展と近代化は政府の最優先政策であるのだが,未だ近代化とは程遠い状態にある｡

ネパール国の国内総生産(GOP.)の成長率は低い｡ 1974/75
-

1986/87 年の期間の GDP の平

均伸率は 2.0 %/年出あるが,これは人口の伸びを下回っているo 同期間の農業生産の伸びは
I.6 %/年に留まり､同国輸出の主要部門である農産物捨出は願調に増加することなく､貿易

赤字は増加しつつある｡

ネノ下-ルは現在1985年7月に開始した第7次5ケ年計画を進めている｡初期の計画では社

会基盤､特に道路と電力に重点がが置かれてl.'たが,現在は基本的ニーネ,特に農業,水資源､
観光､輸出振興に重点が移っている. 1985/86

-

1989/90年の第7次計画における政府予算は

約 30､150 百万ルピーであり､そのうち農業部門が最大の10､ヱ50 百万ルピー(34 %)を占め

る.これによる同期間中のGDP 目標成長率は 全体で 4.5 %/年､農業部門で 3.5 A/年となっ

ている｡また86年12月より推進されている軽済構造調整計画は西暦2､000年迄に国民の衣食

住,保健､教育,治安の基本的ニーズを充足する事を目標としたものである｡この計画の中で

は(1) 86年以来マクロ経済の安定化､ (2)資源活用の改善, (3)効率的な投資､ (4)

公営企業の軽営改善二 (5)民間部門の活性化を主要点としている｡その一考として実施され

た効率的投資の為のプログラム予算制度においては､潅濃､農業,森林開発,畜産､道路､電

力等が重点分野として示されているo

同国の労働力は最近10年間に年4 ‡の率で増加しており,この急激な増加が不完全雇用

の問題を更に悪化せしめている｡雇用の機会はこの増加に対応する程には創出されていないか

らである｡雇用機会は労働力の 90 ‡を吸収している農業においてもその伸びは低迷し非農業

部門においては更に小さい｡同国National Planning Comnission の資料によれば農村部の労
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働カの約6 iは失業状患であリ 2/3 は不完全雇用となっている.非農業部門の成長は農業部

門の成長に拠っている｡即ち､農村蔀においては農業部門の成長が非農業部門の軽済活動を発

生させそれが雇用横会を増加させる構造となっているからである｡失業の問題を鞍観した場合

もまた農業の重要であることが容易に理解できるのであるc

2. 1. 2 事業の背景と経緯

ネパール国はその国土の著しい高低差故にきわめて多様な気候区分をもつ｡この多様なる気

候条件下で各種の生態系が形成され,多種の薬草,芳香橿物(これらはハープと総称される)

が自生している.古来よリこれらはネパールの伝読農産品として採取､加工されネパール国内

ではもとより近隣諸国において珍重されてきた｡しかしながらこれらの採取､加工､取引は適

切なる採敢方法や生産品の加工､保存に関する知識に乏しい人々によりに行なわれてきていた｡

その為

(∋ 伝続的な採取､加工,市場涜通システムによるハープ加工原料､加工品の品質低下

(参 資源荒廃に拠る採取量の瀬少及びそれに伴う輪出量の低下(ハ-プの輸出額は1974/75
の NRs 102.6 百万から1g78/丁9 には NRs 4ヰ.1百万に落ち込んだ｡ )

等の問題が表面化するにいたったo

同国政府は事の重要性を認識し､適切なる国の組林のもとで虎制のとれた,ハープの生産､

採取､加工及び市場管理の必要性を唱えた.そして森林土壌保全省のもとにJ2A下の事項を目的
として､ 1981年ハーブ生産加工会社(tlerbs Production and Processing Co.,Ltd.HPCCL と略

称)を設立したo

1

2

3

4

5

6

7

8

ネパール産の有用ハーブの適正なる利用促進

ネパール各地で採取､栽培されるハープの収穫と加工

自らの農場におけるハープの生産及び加工

ネパール国内関連産業に対するハーブ加工用原料の供給

ハーブ栽培農民-の普及と援助
国内外市場におけるハーブ原料と加工品の販売促進

ハープの自生地区の保護
低収入者居の軽済水準の向上

fIPPCL の最高機関は理事会であり森林土壌保全省､大蔵省､その他政府機関等の出資者,及
びHPPCL 自体よリ選出された5名の理事によリ構成される｡この下で総支配人がHPPCLの日

常の業務を続括する｡現在総支配人のもとに15の部があリ後述するタマガT)農場は現業部門の

中でカトマンズの加工工場につぐ規模のものとなっているQ

flPPCL の職員数は現在捻勢128名であるo この内約半数は常雇であり戎り半数は塩時雇であ

る｡これらの外に日雇いベースの労務員がハーブ収穫作業等の為に感要に応じて近隣の農家よ

リ調達されている｡

EPPCL の資本構成は授権資本は約ⅣRs 50百万､この内NRs 3.9 百万 が払い込み資本であ

る｡払い込み資本の内政府出資額が約8割を占め残りは森林資源開発委貞会､ Royal Drugs

Ltd.及び農業開発鋸行が負担している｡ 1987/88 の貸借対照表､長益計算表によればEPPCL

の資産捻額はNRs 23.4百万(1988年6月)年間売上高はⅣRs 10.3百万,営業利益NRs 2.6

百万を示している0 年間売上高の内訳はハーブ加工原料の売上がNRs 3.8百万(37 %)
､ハ

ーブ抽出油が6.5百万(63
%)でこれらの販売先はインド-の輸出がⅣRs 7.9百万(76 %)

と最大で国内市場向けはNRs 2.1百万(21%)
､残りはヨーロッパ向け輸出NRs

0.3百万(
3 %)となっている｡
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2. 2 タマガ1)農場の横況

タマガ7)農場はネバ-ル国ナラヤニ県タマガ1)地区インド国境より約20Km北
一同国首

都カトマンズの南約100 Knのテライ平野一 に位置する｡同農場は1974年森林省植物局の

ハーブ試験農場として設立されその主なる目的は各種薬草､香草の栽培試敦研究でありかつネ
パール薬事産業への加工原料を供給することであった｡ Ig81年上述のtIPCCLの設立に伴い同
農場はtlPCCL に移管された｡ 1981年の移管当時は栽培面積15 haの規模であった同農場は

その後AOF及びUNII)0の資金､技術援助を受けて拡大をとげ(現在はこれらの事業は終了し

ている) , 1986年には栽培面積90ha となり さら自助努力によリ1988年には 200ha と

なっている｡同農場はFPPCL唯一の加工プラントを持つ試敦,生産農場であり現在の役割を

要約すれば次のとうりである｡

① 適切なハープ生産技術確率の為の種類別､品種別の栽培試敦の実施

② 技術的栽培可能性の高いハープ/品種の国内,国際市場向け生産及び加工

③ 農家収入及び雇用機会増大の為の近隣農家へのハープの栽培普及

同農場の全敷地面積は 470 ha であり､この内約200 hlは前述のとうりハーブ生産が行な

われており､残りの 之70 ha は森林､河川等となっている｡同農場の所有する既存施設及び機
材を別表-1に示す｡現在農場長以下25名のEPPCL聴貞が配属されている｡

2. 3 計画地区の概要

タマガT)農場は亜熱帯モンス-ン気候帯に入る｡年間降水量は平均約1､900nn程度であり

通年降水が認められるが約8割は6月から9月のモンスーン期に集中する｡月間平均最高気温

は6月の 37.7 C,月間平均最低気温は1月または2月の 8.0 Cである｡計画地区内はジャ

ムニ河の氾濫原であり表層は砂質､シルト質の土壌である｡これらの土壌は弱ないし中軟性で
ある｡

同農場内を音読するジャムニ河は通年涜出があり渇れることはない｡しかし農場周辺農民へ

の慣行上の水利権により同河川の表涜水を潅濃水源とすることは不可能とみられる｡事実､タ

マガリ農壕は,その潅濃水源として地下水を利用している｡地下水面は高く雨季には地表面下
0.8-1.8 m､乾季にはl.4-2.4皿程度であるo

ジャムニ河に面する一帯は良好なる排水状況であるが河より離れるに従い排水状況は劣化す

る.既存の耕作地に,排水施設は無いo

2. 4 事業の内容

2. 4. 1 事業の必要性

ネパールの多様な自然条件がもたらすハープの高い生産ポテンシャルから見てIPPCL に課

された役割は非常に重要であるo 中でも FPPCL 唯一 のハープ生産加工農場であるタマガ1)農
場に期待されている役割は① 栽培技術の確立(塾 生産及び加工量の増大 @ 生産技術普

及 でありネパールのハープ生産で現在問題となっている(∋ 輸出の低迷 ② 品質の低下

③ 生産及び加工技術不足 を解決しようとするものである｡これを実現すべく EPPCL はそ

の設立以来様々の努力をもってタガガT)農場にたいして栽培面積の拡大,加工プラントの設置
農業積械の整備等を行なって来たが未だ充分とはいえず同農場に課された役割を満足に果たせ

ない状況にある｡従って本事業においてタマガリ農場の基盤整備を行ないその課せられた役割

を充分に引き出す事はネパールのハープ産業のみならず同国の低迷するマクロ姪済の安定化に

も寄与する事となる｡
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2. 4. 2 事業の目的

本事業の目的はタマガ1)農場の基盤整備を行ない,栽培面積を現状の 200 ha より 260 ha

に拡大しかつ適正なる規模の農業機械及び関連施設を拡充することにより短期的には前述の同

農場に課された役割を強化しハープ生産量,加工量及び輸出量を増大させることである｡これ

により長期的には農家疑済の改善､雇用機会の増大及びハーブ自生地の保護をも目指すもので
ある｡

2. 4. 3 事業の概要

事業は2段階にわけてすすめられる｡第1段階はタマガリ農場の生産施設の整備拡充と各種

機械､装置の購入である｡第2段階はこれら第1段階の終了をまって行なう薬草､ハープの栽

培試験､研究､生産､加工､農民-の栽培技術の普及等である｡

第1段階の具体的内容はD1下のようなものである｡

1

2

3

4

5

6

7

8

村落聞達結道路新設

開墾

潅渡排水施設の設置 (揚水施設を含む)

農場内の幹線道路建設

研修棟,等 建屋

車両､農業機械の購入

加工プラントの購入

その他維持運営施設の拡充

15 Km

60 ha

260 hi (既耕地200 ha を含む)

19 Kn

FPPCLはこの第1段階の事業を日本の協力の下に推進して行くことを強く希望している｡こ

の為に必要な資金捻額は約8億円と見積られている｡

第2段階の事業はすなわちEPPCL本来の事業をタマガT)農場の完成のうえに展開していく

段階である｡この度階でも日本よりの専門家派遣等により加工プラントの運転等の分野に於て
HPPCL のハープ加工技術が補強されることを期待している｡

2. 5 協力-の展望

EPPCLは既にHPPCLの将来の活動､営業､運営,組拝､財政状態と将来像及びタマガ1)農

場の現況とその将来について検討を展開している｡また敷地の地形謝量を現在推進中である｡

ただし農場整備の基本条件の一つである潅漉排水計画､農地造成計画,及び建築物についての

技術的検討及び村落聞達結道路については検討はなされていない｡

同農場の位置が幹線道路より幾分遠く離れている事実は本事業を推進するにあたって看過で

きない｡為に同農場へのイーストーウエストハイウェイよりの進入路をかねて村落聞達絡道路

の新設を提言する｡本体工事に先行しての進入路の建設期中､既設の道路は工事用道路の機能

をもはたす事となる｡建設工事中の維持修理は勿論工事業者の受持となるが､工事完成後にお

いても道路の維持の為の努力が不可欠である.従ってある程度の建設機械の供与は一農場内部

の維持管理工事の目的の為にもー極めて重要となる｡ HPPCLは施主みずから工道路維持に積極

的に参加して建設工事の促進をはかるとともに､現在の農場の円滑なる運営の為建設機械や農

業用機械は出来るだけ早期に入手して活用したいとしている｡

第1段階の農場の整備及び施設の拡充を日本の協力で推進される場合はmCLの事業が飛

躍的に促進されるれるのみならずHPPCLの監督官庁である森林土壌保全省が現在推進してい

る諸々の森林資源開発の施策が具体化されることになるので､ mCLのみならず同省も日本の

協力を熱望している｡なを従来は雨季においては交通途絶を覚悟せねばならなかった農場周辺

の地域社会に対して同事業において副次的に建設される村落聞達結道路よりもたらされる便益

について旺多言を要さない.
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(1&- 1

タマガリ農場既存施設及び機材リスト

施設及び横材 型式/能力等 数量 備考

建物

1事務所/宿舎 142JnZ 1棟 コンクT)-ト造,2階建

2宿舎 75n2 I 木造平屋

3ゲストハウス 8l皿2 I 木造平屋

4ロージン小屋 9ln2 I 木造平屋

5倉庫

加工プラント

l蒸留プラントI

20皿之

l,000b3連

I

1基

木造平屋

給水塔､ボイラー付き

2蒸留プラントⅢ 50011連 1 同上

3蒸留プラントⅢ 1,000Bl連 1 建設中

4蒸留プラントⅣ

農業機械
1トラクター

Zアタッチメント

aデスクプラウ
bデスクハロー

cグラスカッター

d散布携

eプランター
1トレーラー

3ポンプセット
a

700il連

35IP

45IP

65P

5EI

1

I

2

1

1

1

I

I

2

4

4

同上

b

その他

l発電聯
2オートバイ

3無線電話

8tP 3

I

2

1
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寸属資料- 1

OUTL川E

OF

THE TAuAGADHJ FARAI EXTENSION PROJECT

1. BACKGROUND

1.1 General

Nepa[,a rectangular-shaped 一and focked country, has a total Land area of
141,000 Em,extending 845 Km in the east-vest direction with an average width of
165 Km･ About 33 % of tota一 一and is covered with the Himalayan Ranges extending
to the north of the cou.ntry, 40%vith intermediate mountains and hms, ind 2丁
%vjth piedrMt lone Of the Terai Plain extending to the south a[ong the border

With lndia.

Ag(iculture is the n)ost important economic sector in the NepaIIs economy.

This sector alone proyides employment for more than 90 A of the economica((y

active population and accounts for about 80 % of GOP. Howeye(,despite its impor-

tance, economic growth of agricultural sector has been slowly achieved.1n terms

of reaI GDP, this sector attained the average growth rate of only 2.8%p.a.

during the 1980/81-1984/85 period, though the population growth rate Was 3.2 A

p.a. during the period.

Recognizing such conditions,in the Seventh Fjye Year Pf an(1985/86-1989/90
), His Najesty's Goyernment of Nepaf(HNGN)gave top priority to the agricu卜

turaJ sector development and assigned about 34 % of the total deveJopment expen-

ditures for jt, in expectation of the average GOP growth rate of 3.5%p.a. for

agricuJturaf sector.and 4.5 A p.a.as a whole. 1n addition, in the Structulal

Adjustment Prograrme Which is under promotion since 1986, H”GH put great empha-

sis on the agricultural sector inc[uding subsectors of irrigation, agricu)ture,

forest and livestock.

This prograrme Was designed to address the folloving five important areas

of structural Weakness in the economy:

(a)

(b)

(c)

(d)

(e)

Stabi一ization of macroeconomy,

Effectiye use of dorReStic resources,

Adaptation of priority investment,

Ha甲gement i叩rOVement Of public enterprises, and

Actiyation of priyate sector,

Jn connection With these, the promotion of production increase of medicinal and

aromatic plants in the forest subsector became more in)portant issue in HLIGN in

recent years. This prorBOtion is expected to increase foreign exhange earnings

and to deve[op local industries using Jocally avai(able resources and, as a

result, this is expected to jmproye the Nepal's economy, more or tess.



1.2 Herbs Production and Processing Company Ltd

Nepal is bestowed with a vide range of geo-climatic conditions under wbicb

many kinds of medicjnal and aromatic plants grov･ These plants, generally called
'Herbs'grovjng under different eco一ogical conditions, have traditlLOna]Iy been

coJJected and malketted both vithin Nepal and out to India and oyelSeaS.Ho甘eYer,
the coIJection and trading of herbs have been dealt by unscrupulous agents who
have Jittle knovledge about p(oper rlethod of co1[ection and quality cont10J of
the products. Therefore, HLIGN feared that Without proper rTeaSureS, a reputation

of herbs producted in Nepal vouJd r)uch decJine and,on the other hand,J'叩○(tant

natural growth areas VOUld disapper from the country.

Based on such background, Herbs Production and Processing Company Ltd (HPPC

L) was established by HNGN as a goyernment firnunder the Ministry of Forests

and Soi一 Conservation in 1981. The rbajor objectives of HPPCL are;

(a) to enlarge cuJtivation and

cultivation and collection

(c) to increase graduaJJy the.

domestic and internatioar

processing of herbs and to polularize the

of herbs an)ong the farmers,

safe of the ray or processed herbs in the

market, and

(d) to conseryate the vild growth areas and iruortant yarieties of p一ant.

HPPCL is managed by the board of directors composed of 5 directors coming

from NinJ'stry of Forests and Soil Conservation, Ministry of Finance, Sharehold-

ers and HPPCL itself. Hoveyer daily operation is handled by the Genera[ Llanager

o† HPPCL

1.3 Tamagadhi Farra

The Tarmgadhj Farrb (the Farm)Was established as the

Farm in 19丁4 under the ex-Department of Botany, Ministry of

objectives Were to conduct trials and research on different

vation of medicinal p一ants and to produce various kinds of

meet the ray materia[s requirerlent Of the drug idustry. fn

established, the Farr} Was handed over to the HPPCL. And the

Farrn Were Widened as indicated belov;

Herbs Experimental

Forests. Its main

aspects of cuFti-

medicinal herb to

1_981, when HPPCL was

objectives of the

(a)to conduct adaptive triars on different species and Varieties of herbs

and research on Various aspects of cu[tiyation to generate suitable pro-

ductJ'on technologies,

(b)to produce and process technically suitable species/varieties of herbs

of comrBerCial iruortance to be marketed in both domestic and internatio-

na[ markets, and

(c)to extend the cuJtiyation of herbs arlOng the farrRerS Of the adjacent
areas as the out-reach programrBe Of the Farm in order to increase their

income and generate additiona一 emp[oyr)ent opportunities.



t[PPCL has recent一y [aunched two scherleS; (1) operation of crude herbs

co)lection centers at seven places in the country and f2) extension seryices of
herbs cuJtiyatjon for interested farmers, To i叩[ement these schemes successf‾uf-
Iy, the Farm,_ which is sore experimenta[ station of herbs in Nepal, is expected
to pray a leading rote.

2. The Project

2.1 Description of the Farm

The Farm is Jocated at Tamagadhi in Bard District of Narayani Zone,about 70

Krl South of Kathr?andu. 1t lies 14 Km south of East-West Highway, about one and
a half hour drive from the Simra airport having dairy 20minutets-flight from

にathmandu. The ayerage altitude of the Farr) is lTO ” NSL. Annua[ rain fat_I is

1,800 mm.Average maximurB and minimum temperature are 38o C and To C,respective一y

.The
area of the Farm is situated in theJarmni river fJood plain and thus the

soi) yaries f(om coarse teXtUred in ridges and fine textured in depression. The

majority of the soi[ are fror7 fine sandy loam to clayey loam.

The farm has a total area of 470ha, out of Which the fjeld

cu=jyated and most part of remaining area is covered With forest

about 2TO ha. The Farm intends to open the forest of about 150 ha

cultivation.The FarrR has several buildings inc一uding office,staff

of 200 ba is

and riyers of

for the herb

quarters,

storages and processing yard with floor area of about 410 TR2 in tota一. However

some of them have been deteriorated. Thus re-buildling is necessary. The Farm

retains some farm rBaChineries and processing plants, but the number and capacity

of machjneries and p[ants are quite insufficient for operation of the Farm to be

deployed in future,

Out of presentJy cultivated 200 ha, the field df 50 ha receives irrigation

Water frorB the sha[Iov dug-vells through prirDitiye suppLy dictches and remaining

area is rain fed. The area is quite blessed with surface and groundwater resour-

ces. Since the adjacent villagers c一aim the Water-right of surface甘ater, the

FarrB is utiljzing the groundwater.

Annual production of herbs J'n.the Farm was approx.1,.900 metrJ'c tons(1986/87

) and from the products essential oJ'1 of about 3,000 lit. Was extracted. This

generated NRs 3.0 million in sales of processed products.

2.2 0bjectiyes of the Project

The Pro･ject is to expand the cultivated 一and of the Farm frorD the present

200 ha to 350 ha by exploitation of existng forest and to proyide the Farm with

adequate infrastructure and equi叩ent. The

HNGN's ordinance proclaimed to enhance the

of Asian standard of liying unti[ the year

the national economy. The objectives of the

aim of this Project is to support the

Nepal standard of [iyjng at the Jeve[

of 2,000with a yiev to strengthen

Project a一e SPeCifically as follows:



(a) to deve一op faHbing of rBedicinal and aron)atic plants at proffessiona[

Ievel with participating the [ocar farmers,

(b) to create eruloyment opportunity,

(c) to facilitate up[ifting of economic standard by proyiding incorBe

opportunity, and

(d) to generate export business of essential oils in large scale for

sizeab[e foreign currency earnings.

2.3 Project Works

HNGN hopes that the

Aid Assistance. Outline

l)VilaFge Link-Road

2)Land Reclarmtion

a

b

C

d

e

I

g

h

Project Works vould

of the Project Works

jungle clearing

rough leyeli【g

farrB road

irrigation canal system

drainage canal systerB

shaJIov vell

cause Way for Jarmni River and other

others

3)Buildings

a

b

C

be performed With the Japan's Grant

is as foHovs:

Approx. 15 Krl

apPIOX.

aPPrOX.

aPPrOX.

aPPrOX.

aPPrOX.

aPPrOX.

streams

60 ha

ヰ5 ha

19 KrB

19 KrB

15 Km

64 Nos

2 places

l lot

training room 150 m2

trainee's domitory 90 m2

work shop 240 m2

4) Processing Equipr7ent

a distiHation unit 100 Fit. with3vessels and a boiler

b overheadd tank 10,000 lit.for the above

2 u【it5

2 units

5)Agricu=ture Equipment 1 lot

6)Other EquiprBent 1 lot

T)Engineering Service 1 lot

2.4 Project Cost

The latest project cost estimated by
HPPCL is Yen 800 mi=ion, including

approx. Yen 86 r)jJlion for engineering service･
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2.5 JmplerRentation Schedule

HPPCL considers that the works already mentioned in the foregoing section

should be executed by means of two contracts; the contract for the construction

works and supply of equi叩ent and the same for the Engineering Service.

Sequence of rBajor events after signing of E/” is enyisaged as fol[ovs:

O month Signing of E/”

1st nlOnth

2nd l〔Onth

3rd month

ヰth l【○【th

5th month

8th month

9th month

l了th 【lO【th

1

2

Signing of E/S Contract

Preparation of P/Q Document for Construction Works and

Supply of Equipment

P川

Preparation o一 丁/D

1 Terlder

2 Tender

for the Construction Works and Supply of Equipment

Eva一uation

1 Signing of Contract for the Construction Works and the

Supply of Equipment

2 Contract ApproyaJ

1

2

Start Of the Construction Work

Shipment of Equipment to be delivered

Delivery of Equipment

Completion of the Construction Work
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3 ぺシャワール郡カブール河右芹地域潅競闘発基本計画

3. 1 背景

3. 1. 1
一般状況

パキスタンは国土総面積80万且Jn2を有する連邦国家であり､パンジャプ､シンド､パルチス

タン及び北西辺境州の4州より構成される｡国土は南北にl､ 600Kn,東西に90OKnの広がりを持

つ｡国土の中央部を南北にインダス河が貫涜してアラビア海に注いでいる｡地形は北部及び西
部の山岳地帯をのぞけば桔ね平坦であるc北部山岳地帯はヒマラヤ山脈の西部に位置しヒンド

ゥクシ山脈を構成しており 6､000 nクラスの高峰となっている.西部山岳地帯はスレイマン､
ブラフイ､キルタルの山脈を構成しておりこれら山脈の西側には′()レチスタン高原が広がって

いるo 東部と南部はインダス河及びこれらの支涜によって形成された沖積平野であり地形は横

ね平坦である｡インダス川涜域特に左芹に位置するパンジャプ州は潅潰水路網が極めよく発達

しておりその施設規模の雄大さにおいて世界的に有名である｡

国土は概ね亜兼帯性気候帯に位置するが南北に長い分布及びその著しい高度差等により多様

性に富んでいる｡一年はほぼ4つの季節に分けることができる｡もっとも暑い時期は4月-･6

月であり気温が40o Cを越すことも珍しくない｡ 7-8月になると気温は幾分下がる替わり

に温度は1年中で一番高くなる｡ 9- 11月になると気温はさらに下がる｡ 12-3月はこの国

の冬に相当し最低気温が4-5o Cに下がることもあるが9-11月と異なるのは温度が椅高く時
折降雨があることである｡中部叔北では7-8月が夏モンスーンで年間降雨量200-500 znJ)の

半分以上がこの期間に集中するo 内陸部は大陸健気候の為日較差が非常に大きい｡

パキスタンは多民族国家でパンジャプ人(稔人口の53%)
,パターン人(16%) ,シンド

人(13 ‡)等を主要構成要素とするo 1981年センサス結果によれば総人口は約84.3百万人で
ある｡表-1はパキスタンの州別の人口､人口密度,増加率を示している.この表より人口密

度は全国平均で106人/Kmzでありこれを州別に見ると最も人口密度の高いのは州の大部分

がインダス平野に含まれるパンジャプ州で 231/Kn2次いでシンド州の135/且m之であること
がわかるo また人口増加率はパキスタンの全国平均で年率2.8了% (1972-81)であり州別では

パンジャブ州で2.59 %と平均値より低く他の3州は高い価を示していることも読みとれる｡

表-1 州別人口､人口密度 及び 人口増加率

州名

面積 1981年人口 1981年人口

密度(人)

197l-81年

増加率(%)ほnz)(%) (1.DOO人)(i)

パンジャプ 2O6､25026 47､63256 ヱ31 2.59

シンド 140,91418 19,0呈923 135 3.34

′くルテスタン 347,19044 4,3325 12 6.64

北西辺境 74,5219 1l.08113 113 3.32

FATA事 27,2203 2,1993 81
-1.3_9

パキスターン全体 796,095100 84,253100 106 2.87

* Federally Administered Tribal Areas (連邦政府直轄地)の略称

出典: Statistical Poc上ct Book of Pakistan 1988, Federal Bureau of Statistics

多民族国家であるが故に使用言語も多岐にわたる｡国語であるウルド語,及び政府関係､商

業関係の公用言語である英語の外に主なる言語としてシンド州のシンデイ語, ′()レチスタン州

の′リレチ語､プラウイ語,パンジャプ州のパンジャビ語､北西辺境州のパシュ-ト語等を挙げ

ることができる｡宗教はその国名やインド-パキスタン分離の軽韓にても判るように国民のほ

とんどが(約 97 %と言われる)イスラム教徒である.
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パキスタンの経済は農業とその関連産業が基盤である｡全人口の約70 ‡は農村人口であリ

全労働人口の約50 iは農林水産業に従事している｡また農業部門のGDP に占める割合は約
25 %である｡表-2はパキスタン_の産業別GDPの割合を示す｡近年,締産業､製糖業を主体

とする製造業も発展してきているがGDP の ZO % を占めるには至っていない｡

真一2 産業別国内総生産(GDP)

産業部門 1981/82 1982/83 1983/84 1984/85 1985/86 備考

農林水産業 29.3 28.6 25.9 26.3 25,8

製造業 18.5 19.1 20.0 19.4 19.g 締産業､製糖覇
電気･ガス 3.1 3.I 3.5 3.5 3.3

運輸･通信 7.0 7.0 7.2 7.0 7.2

貿易 14.6 1ヰ.7 1ヰ.8 15.0 15.1

その他 Z7.5 27.5 28.6 28.8 28.7

合計 loo.0 loo.0 一oo.0 loo.0 100.0

出典:Economic Sqryy of Pakistan 1987, ADB

表-3は主要産業別の GDP成長率を示している｡農業部門の GDP の年間成長率は1984ノ/85

年で12 ～ 1985/86 年で 6.4 % と比較的原調に伸びている｡しかし1983/84 年の下落に示さ

れるようにパキスタンの農業は著しい潅渡率にもかかわらず依然として天候依存の体質であり

さらに潅濃施設の老巧化､管理不備等もあって安定を欠く｡同国の農業の重要性よりみればこ

の現状は不清足なものであり大いに改善の余地がある｡

表-3 主要産業別総生産(GDP)成長率

産業部門 1981/82 1g82/83 1g83/84 1984/85 1985/86 備考

農林水産業 3.6 3.8 -6.O
12.0 6.･4

製造業 14.0 7.3 8.･2 8.6 7.6

貿易 10.8 6.4 3,8 1l.0 7.2

GDP 7,0 6.4 4.i 8.8 7.0 全産業合計

出典:Econonic SⅦr叩 Of Pakistan 1987, ADB

国際収支は貿易赤字の縮小､ ‾海外送金の増加､及び資本収支の好転により経常収支,総合収

支ともに改善されつつあるが依然として赤字である｡国家予算は(88-89)歳出入ギャプがさ

らに拡大しており財政赤字の埋め合わせの為に内外からの借入が急増している.この内外から

の借入急増は債務残高の増大､ D S Rの上昇等の問題を生じており財政赤字と相まって今後の

経済運営上重大な問題となってきている｡

パキスタン経済の2大課題の一つである貿易赤字を解消する為には輸出の増大､国内産業の

振興を図るあ要が指摘されている｡もう1つの課題である財政赤字と解消の為には直接税の課

税対象の拡大(現在農業所琴は非課税)し経常収支の均衡をはかることが求められている｡し
かしパキスタンの｢双子の赤字+の解消はその産業基盤の脆弱さ､国民の識字率の低さ､地下

経済の拡大､封建的地主階級の税回避など多くの要因により妨げられ,遅々として進んでいな
い｡

第6次5ケ年計画(1983-87)ではその基本理念のひとつとして｢経済成長は貧者や社会的に

弱いグループにも享受されるべき+であり､その為には｢零細農家や中小企業の為+にも計画

が必要であるとしていたo そして基本的アプローチの一つとして, GDP年平均6.5 Iの成長

を遂げる為に(これは人口増加の効果を見込んだものでもある)は､ ｢農業生産特に零細農家
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の生産増強+が基本であるとている｡さらに農業セクターの具体的アプローチとして種々の施
策を示しているが注目すべきものとして以下のような事項がある｡

①

@

③

㊨

@

農業インプットの近代化(種子､化学肥料,
∴農薬､融資等)

水の有効利用,及びその為の水管理親績の整備､啓蒙活動

適切な価格政策の下での(高価格な)新規の作物への作付け転換

未潅濃他の改良

塩害発生地の改良

この5ケ年計画の中では農業を国の基幹産業と位置ずけた上で､国内の食料需要を達成した
農業は伝続的輪出品であった綿花､近年輸出の目覚ましい米､これらの品目のさらなる増産を

維持しつつもその他小麦等の余剰をも輸出にまわして外貨獲再に資したいとしていた｡第7次

5ケ年計画(1988'92)の基本理念は重点施策策の一貫性を保持する為にほとんど第6次5ケ年

計画のそれを継承している｡そして積極的な農業政策の具体的展開として第7次5ケ年計画中

の計画全投資額の約13 % である 456 億ルピーを農業,水資源開発に割当ている｡これはエ

ネルギー,交通･通信の各部門に次いで第3位となっている｡パキスタンの農業にとって最も

クリテカルな要因は水であリこの中でも海溝開発を含む水資源の開発の重要性は高くこれに対

する投資髭分は計画全体額の 9 % となっている｡

3. 1. 2 北西辺境州

北西辺境州は文字どうリバキスタンの北西部に位置する｡捻両棲は約100.220 Ⅹn2 である｡

このうち 74､5之O Kn2 は州政府の行政下にあり残リ 25.700 Kn2 は連邦政府の直轄地である
Federally Administered Tribal Areas(FATA)である. FATAを除いた北西辺境州は行攻上次の
5 Diyision (県) 13 District (郡)に分割されている｡

表-4 北西辺境州の Diyision 及びDistrict

Dl'Yision District

1.舶alakand Dir,Chisral,SyltandNalakand

2.Pesh且Yar P●eshayarandNardan

3.F且2ar Abbott且bad.HansehraandKohistan

4.Rohat RohatandKarlk

5.DeralsmlilEhan BannqandD.I.Ehan

北西辺境州は西はアフガニスタンに接し北はヒンドゥクシ山脈に連なる｡同州の地勢はイン

ダス河の左芹及び右岸の地域とテトラル河涜域(アフガニスタンに読下してクナ-ル河となり

インダス河の支涜のひとつであるカブール河に注ぐ｡ )により大別される｡インダス河の左岸

地帯はパンジャプ州の平原地帯がつきて山岳地帯となっている｡インダス河の支涜としてイン

ド国境より発するいくつかの中小河川がある｡インダス河の右芹地帯にはチトラル河涜域との

分水嶺となっているヒンドゥラジ山脈に源を発し後述するカブール河に州都ペシャワル北部で

合涜するスワート河(上涜部ではパンジコーラと呼ばれる)
､アフガニスタンより涜入するカ

ブール河､同州中部を東に涜れるコーハトトイ河,同じくテ1)トイ河､有名なチャシマ頭首工

の上涜で合決するクッラム河､同州南部を同じく東に涜れるゴーマル河と多数の支涜群等があ

る｡これらの河川の両岸の沖積平野は農業地帯となっており濃密な人口の集中がみとめられる｡

またほとんどのこれら沖積平野には多数の支涜が走り潅濃を容易ならしめているのみならず表

涜水は未だ使用可能の余地を残しその上､地下水資源にも恵まれているため今後のさらなる農

業開発が期待されている｡
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ヒンドゥラジ山脈の北に位置するチトラル河涜域はヒンドゥクシの山々をのぞけは気候はそ

れほど変わりはなく(夏期:36℃,冬期:-0.5℃)年間降水量も他の地域と大差ない｡また

地下水にも恵まれた地域である｡森林資源にも恵まれている｡

FATA を除く州の人口は約1､106 万人(1981年)でその 90 ‡が農村部に住む｡人口密度は

州都を抱えるぺシャワル郡で 531人/且皿2 と最も高く北部山岳地帯にあるマラカンド都が 83人

/上n2 と最も低い.

表-5 北西辺境州の Diyision 及びDistrictの人口

Diyision/ 両棲 人口(千人) 人口密度 人口の分布(%)
District (K皿2) (1981年) (人/K皿2) 都市部 農村部

Pesh且Yar 7,138 3,789 531 28.3 71.7

-Peshayar 4,001 2,282 570 37.2 62.8

-Hardan
3,13T 1,502 479 14.9 85.1

Kohat 7,012 759 108 17.9 82,1

甘a王ara 17,103 2,701 158 7,0 93.0

D.I.Khan 13,396 1,345 100 13.3 86.7

I如1aland Z9.872 2,487 83 4.0 96.0

合計 74､521 1l.061 148 10.5 89.5

出典:恥drogeology and Groundyater Resources of the North-West Frontier Province,

Palistan.1988
, G.P.Krqseman and S.A.”.Naqayi

パキスタン全土の傾向といささかも変わる事なく､北西辺境州においても主要産業は農業で

ある｡表-6は同州における労働人口の構成を示したものである｡一全就業人口 332 万人に対

して 206 万人強､約 6Z % が農林水産業に従事していることが判る｡

表- 6 北西辺境州の 産業別就業人口

部門 就業人口

(l､000人) (%)

農林水産業 2,065 62.i

鉱･工業 237 7.1

電気･水道･ガス 28 0.8

商業 251 7.6

サービス 607 18.3

その他 135 4.1

合計 3,323 loo.0

出典:flydrogeology and Groundyater Resources of the North-West Frontier PTOYince,

Palistan,1988
,
G.P.Kruse7nan and S.A.E.Naqayi

北西辺境州は州全面積74,520 Kn2 (FATA を除く)に対して17､OOO K皿2 (州面接の 23 %)

の耕地面積を持つ｡このうち 43蔦､7､340 Km2は既潅濃地である.この潅渡率は全国平均潅渡

率73 %に比較して著しく低い｡しかしこの事実はむしろ驚嘆に価する全国平均潅濃率の高さ

を(パンジャプ州の寄与するところ極めて大である｡ )評価すべきであろう｡事実北西辺境州

においても他州に同じく古くムガ｢ル帝国時代より大規模潅渡事業が行なわれてきた｡そして

英国続治下19世紀後半から 20世紀初頭にかけてそのピークをむかえる事となる｡例えば古

くは16世紀の築造例として同州中部を涜れるクッラム河より取水している Zamindari Canal

を挙げることができる｡この施設の主要部分は今日でも充分に機能している｡また今日でも同
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州の重要なる潅濃施設であるところの､カブール河のワルサックダム下涜(ダムは1967年竣

工)より取水している Kabul Riyer Canalやスワート河より取水している Loyer Syat Canal

は19 世紀後半に完成したものであり､ 20世紀祈頭の例としてはUppeT Syat Canalを挙げ

ることができるのである｡勿論､第2次世界対戦後のインド独立に続く例のインドーパキスタ

ン分離後にも種々の注目すべき事業がおこなわれた｡たとえば例のインダス河の水利権紛争の
賜物であるタルベラダムの下涜より取水する Pehqr加ain Canalや現在も工事中の インダス

河より取水する Chasma Right Bank Canal等は代表的な例といえる｡

北西辺境州の主要農産物は夏作でトウモロコシ､砂糖黍,水稲､冬作で小麦､大麦であるc

この他小規模ではあるが果物,野菜類も栽培されており農家の貴重な収入源となっている｡南
部諸州で盛んな夏作の綿花栽培法同州では少ない｡同州の作物生産性は他州に比較して全般に

低くこれを主要作物の単位収量でみると表-7のとうりである｡この作物生産性落ち込みの最

も大なる要因としては同州の潅潰率を挙げることができる｡事実､既潅濃地での作物単位収量

を比較した場合は全国平均を100 として同州ではトウモロコシ126 (1.6 ton/ha)
,小麦105

(L7 ton/ha)
,砂糖黍I10

(39.之ton/hl)となっており比較的高い価を示すのである｡

表- 7 主要作物の州別単位収量

(全国平均: 100)

北西辺境 パンジャプ シンド パルチスタン 全国平均

水稲 96 83 118 116 100

小麦 69 100 125 98 loo

トウモロコシ 98 106 41 68 100

砂糖黍 log 94 116 95 loo

綿花 46 107 83 Ill loo

出典:Statistical Pocket Book of Pakistan 1988, Federal Bureau of Statistics

北西辺境州政府は他州に比較して未だ改善の余地ある農業の現状と前述の地理的条件等を勘

案して以下の6地区を中心として種々の潅濃開発計画を推進して行く意向を示している.

①

②

③

㊨

⑤

⑥

スワート及びマラカンド郡のスワ-ト河涜域

ぺシャワール郡のカブール河涜域

コーハット及びカラック郡のコーハットトイ河とテリトイ河涜域
バンヌ郡のクッラム河流域
D. Ⅰ.カーン郡のゴーマル河涜域
D. Ⅰ.カーン郡のインダス河右岸地域

3. 1. 3 ペシャワール郡

ペシャワール部はぺシャワール県を構成する2つの郡のひとつである｡同郡の面接は表--5

に示したごとく約4,000 K皿2で北西辺境州の5.4 iを占めるに過ぎないが人口は2､282､000

人であり同州の20.6 %を占め州内13郡中最大であるo 同郡はカブール河により南北に2･分

される｡北芹(左芹)ではスワート河が合涜する｡これらの河川の存在はカブール河左芹地帯

の潅概施設の発展を容易ならしめ古くより大規模潅濃施設が築造されてきたことはすでにのべ

た｡一方右芹でもWarsak Right Bank CanalやKabul Riyer Canal等の施設があるがこれら

の施設が右芹地域の耕地の総てをカバーしているわけではない｡またこれら施設の老巧化､と
くにとabul River Canalの末端部の傷みは顛著でありこれが同州政府の大きな財政負担となっ

ている｡また特筆すべきことはKabql River Canalの一部がペシャワールの市街地を貫涜す

ることである.この為に不法な塵芥の投棄等による水質の悪化や通水能力の減少が深刻な問題
となっている｡
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右岸地帯にはカブール河に注ぐ中小河川も多い｡これらすべてが通年涜量をもつわけではな

いが北西辺境州政府は表涜水の農業への有効耐用と洪水制御を目指していくつかの中小ダムの
建設を計画している｡一般に乾燥地での中小河川のダム計画は雨量の季節的偏りや年毎の大き

な変動,乾燥地故の貧弱な植生に起因する急激な涜出と土砂の涜乏､湖面からの蒸発量等によ

り計画するダムの規模が大きくなりダム効率の低下を余儀なくされることが多いo しかしなが

ら現在までのところ､北西辺境州政府当局は現状の種々のダム計画が広域的視野での問題の把

握に乏しく水資源の合理的な利用の為にはマスタープラン策定の必要性を充分に認めながらも

様々な理由により局部的な対応を余儀なくされている｡

ぺシャワール都における地下水の農業を目的とした組織的開発は未だ行なわれていないが生
産井の可能性は1988年に確認されている(100 m3/hr以上の揚水可能なものとして定義して
いる)
｡特にインダス河右岸の地下水開発は有望なものとみられている｡

3. 2 計画の内容

州都ぺシャワールを抱えるぺシャワール郡全体の農業開発の促進､さらには前節で述べたカ

ブール河左芹地域と右岸地域及びぺシャワール近郊と遠隔地との間に介在する潅溝開発の格差

是正を意図し､かつ利用可能な水資源,土地資源の有効利用を計るべく,本計画はカブール河

右芹地域約2､500 K皿2 における潅潰開発を柱とする農業開発のポテンシャルを既存計画も含

めて包括的に調査を行ない潅濃開発基本計画を策定するものである｡

本計画に係わる調査範囲(Scope of Work)を州政府計画局及び潅濃局と協議し暫定的では

あるが.飲下のとうり設定したo

調査は下記の3フェーズに分割して 合計21ケ月間にわたって行なわれるものとする｡

フェーズ 1 : 調査対象地域に関連する資料収集及びその解析

フェーズ 2 : 開発基本構想の策定

フェーズ 3 : 潅渡開発基本計画の策定

各フェーズの調査内容は以下の様なものであるo

1 : フェーズ 1 調査対象地域に関連する資料収集及びその解析

A:自然条件

地形

気象,水文

地質､地下水

土壌

洪水､滞水

B :社会経済

人口

社会組織

国家及び地域開発計画

地域経済

社会基盤

水和用施設
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C:農業

土地利用

土地所有

栽培､作付体系

農業経済

加工､市場､涜通

農業組織

D:潅濃､排水

a 潅濃､排水施設の現況
b 維持管理の状況
c 既存計画

2 : フェーズ 2 開発基本構想の策定

上記資料の解析結果に基き､開発ポテンシャルを評価し開発基本構想を策定する｡

3 : フェーズ 3 潅漉開発基本計画の策定

以下の項目を含む潅濃開発基本計画を策定する｡

a

ち

C

a

e

∫

g

a

潅濃､排水個別計画

潅渡､排水施設の維持管理計画

農地造成

土壌保全

洪水軽減(インダス河､カブール河を除く)

家庭用水を含む水の需要､供給

個別計画の評価

個別計画の優先1頃位ずけ

3. 3 協力ヘの展望

現在カブール河右岸地域では前述のごとく表涜水､地下水の組織的開発は行なわれていない｡

有限な水資源,土地資源､の有効利用の為には計画地区約Z､500 En2 の開発構想を策定した

うえで農業開発の為に利用可能な水資源の量を把握しておかねばならない｡土地資源について

もまた同じである｡また既存農業水和施設の維持管理も大きな財政負担となっている事もすで

にのべた｡これらが新規に策定される個別潅渡開発計画の中でどのように位置ずけるかについ

ては現時点では論ずる事と出来きないけれども､より広域的な視野より最も合理的な解決策が

提示される事は充分に期待できる｡本計画(ぺシャワール郡カブール河右岸地域潅濃開発基本

計画)の実施が日本政府の技術協力により実施されるならば､同様な農業苛境が多い北西辺境

州のみならずその他の3州への波及効果も大きく,意義深いものとなる｡北西辺境州政府は早

期に日本政府よりの協力が得られる事を熱望している｡
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寸属資料- 1

DRAFT TERNS OF REFERENCE

FOR

Kabul River Right Bank OveraH ll=gation

Deyelopment P一an Study in Peshavar District

North-West Frontier Proyince

1. BACKGROUND

1.1 Generat

Pakistan,having total extent of approx.800,000 Km2and population of approx.

1.0 billion is the federation composed of fou一 PrOYices; i.e.Sin°, Punjab, 8atu-

chistan and North-West FrontJ'er. A[though there is somewhat diffference among

these four, as a甘hole about 25 %of GOP and some50 A of Working population are

sustained by agricuJturaf sector. Accordingly, not only the federal government

but also respective provincial governments have put great emphsis upon the said

sector taking account of its share in the national economy. (n fact, on the ex-

tension of Sixth Fire-Year plan (1983-8丁), Seventh Five-Year PFan(88-92) indi-

cates that the further Strengthening agrictJlhJre ShtJId be achieved.

1.2 North-West Frontier Province

Nortb-West Frontier Province(NWFP) is situated at the deepestside of thee

country,neibouring With Afganistan in the甘eSt1. Current一y approx.16,4 million of

population, Which exclude trerbendus number of Afganistan refugies, are in the

province Which has gross area of approx.100,200 Km2,of Which about 25,丁oo Km2 or

25 A is tribal areas Where the autonomy under the controJp of the federal goyern-

ment has been allowed,

Agriculture is the most dominant econorBic activity in the province like as

the tendency in the other provinces. Arable land jn this province is main[y con-

centrated in the following six places; ① swat riyer basin in swat and Halakand

districts ②Kabul rjyer basin in Peshawar dJ'strict,③Kobat Toj river basin and

Teri Toi riyer basin in Kohat and Karak districts,④Kurram riyer basin in Bannu

district⑤basins of Goma[ riyer and many tributaries of Indus in D.I.Khan dist-

rict and(歩right bank of the Indus in D.I.Khan district which is irrigated by

the water from the Chashrm Barrage. Out of these 6 places,⑤ and ⑥are situated
in the arid zone having annual rainfall of less than 3丁5mm and② in semi arid

hayin9 rainfatl of less than 500 ”. Other places are endowed With mo一e rich

pricipitation. NWFP has been conducting various kinds of agricu(tural deyelop-

ment in these 6 places in the main,paying attention to the Ba一ance between these

8 and the retpainjng places.



1,3 Peshavar District

ln the district there are two rpajor strearH; the Kabul river and the swat

river,and many t=butaries of these. The Kabul river Originates in Afganistan,

runs through the central part of this district and flovs into the 暮ndus. On the

other hand, The swat riyer vbich is the most dorbinant tributary of the Kabul

river comes to the confluence in the north-east of Peshaval City. Because of the

presence of these two riyers, the agricultural infrastructure in left bank of

the Kabul river has been welf developed and dence population has been sustained.

On the contrary, that in the right bank of the Kabul river is not enough as a

whoJe and due to this fact, population density is sparse jn comparison With that

of the left bank, though in the suburbs of the Peshavar, particularly in the

north of the city the irrigation canal systerb has been dense[y developed. This

inbalance between two banks as veJJ as that between the sLJbLJrbs area and the

remote area have to be r7itigated by means of further actiyation of the agricu卜

ture for harmonized deyeloprlent Which v‖l avoid encountering rapid consentra-

tion of the people in the arbun area and increasing unerIPJoyr-ent.

Certainly the potential of further agricuLturaL development in the right

bank is there. For instance, yarious kinds of irrigation scheme such as const-

ruction of some small dams, rebab=itaion of existing i【=gation canat systems

for which irrigation Water js taken frorR the Kabul riyer,etc have帥erged.But,

these have

ment owing

to conduct

of 白atura[

ulba口 alea

not been studied yet With a view point of ovelall irrigation develop-

to yarious constrants. Focusing on the right bank of the Kabul river,

the necessary study is essential, with Which the Way of effective use

resouces and harrTOnized develo叩ent between the川ral area and the

as veH as priority investment vou]d be explicit一y confirmed.

2. OBJECTIVES

The objective of the study is to fo川Ulate
the oyeraH irrigation deye(op-

ment p一an study of the said area having total extent of approx･2,5帥Km2, of

yhjch respective components are presented hereinunder, envisaging enhancement

of econorly in the right bank of the Kabul river
in the Peshavar district by

further strenghening a9ricultural development.

3. SCOPE OF THE STLJDY

The study w=l be cal=ed out through the foIIoving three Phases;

phase I: Collection, review and analysis of leleyant data and inforTla-

tion on the study area

phase Ⅱ: Supp[ementaI Survey and Formu[ation of a Basic Development PJan

phase Ⅲ: Forrpulation of the OveraJr Irrigation Deve[opn)ent Plan



3.1 Phase 1 Study

Respectiye items studied jn this phase are.I

A Natural conditions

a

b

C

d

e

Topography

Heterotogy and Hydro[ogy

Geology and Hydrogeology

PedoJogy

Jnur[dation ar[d F[ood

Socia一 ar[d economic conditions

a

b

C

d

e

千

Population

Socia[ organization

Regjonal and nationa一 deve(opment progra胴eS

Rura] economy

SociaF infrastructLJre

Water usage facilities

Agricultural conditions

a

b

C

d

e

I

Land Use

Land tenure

FaHbing and cropping

Agro-econorly

Prodessing, Marketing and Transportation

Agricu[tura[ organization

Frrigatjon and Drainage

a

b

C

Present physica[ condition of the irrigation and drainage system(s)
in the objective area

Operation and maiRtenaCpe Of the irrigation and drainage facilitjes

Various schemes so far considered

3.2 Phase ⅡStudy

S叩Plemental Surrey and ForTbUlation of a basic deye､Iopment pJan, which are

=Iust-ated below, are made iR this Phase Ⅱ,

- SuppJementa[ surrey in and aroud the objective area based on the Phase

I Study
-

1dentification and evaluation of the deyeloprnent potencials in the area
-

Formu[atjon of a basic develo叩ent PJan



3.3 PhaseⅢStudy

ln Phase 班, overa[[ irrigation developr-eDt Plan in the objective area甘=l

be fo一肌1ated, taking account of the fo[Jowing cortponents;

a

b

C

d

e

I

g

h

I

Irrigation and drainage scheme(s)
Operation and maintenance systerJ tO the above

Land reclarlation

Soil conseryation

Flood mitigation(excluding that for the Indus and the Kabul riyer)

Water derBand and supply (inc[uding drinking Water)

Evaluation of respective scher7eS

Environmental assesment

Priorization of respective scber7eS

4. TENTATIVE STUDY SCHEDULE AND THE ENGINEERS REQUtREB

The study is expected to be conducted Within 21 months as indicated in the

attachment. The engineers required wou[d be as fo一lows:

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

ll

Tearb leader

=rigation

Hydrologist

Pedologist

Geologist

AgronorBist

Topogrphic

Soil Nechan

(1)

and D･rainage Engineers (3)

(”

(1)

(1)

(1)

SulYeyO†S (2)

ical Engineer (1)

River Engineer (1)
HydroIGeologist (1 )
EnyironmentaI Assessr?ent Specialist (1)

5. THE GOVERNMENT UNDERTAK川G

】n order to facifitate a smooth and effectiye implementaion of the study,

the Gvoernrwnt of NWFP wi[r undertake the folloving:

a organize a counterpart group to be headed by a project coordinator who

viL[ be responsible for the matters related to the said study and
the

study tearR dispatched frorl JICA.

b Proyide the study team With sufficient

C

offices With appurtenat furnitures and

the period of the study.

Proyide the study tearb With appropriate

driyers for the said period.

and sujtab[e air-conditioned

faci[itjes in Peshavar during

number of officia[ vehic一es With

d Furnish availab一e docur)ents,such as reports,dravjngs,topographic maps,

statistics, data and re一evant infornlation required
for the execution of

the study.

‥‥‥‥‥■ご■.4‥∵‥‥‥‥‥■‥●



ATTACHMENT

TENTATIVE STUDY SCHEDULE

Phase i Ⅱ 班
I

RemarksWorkandLlonth 1 10 ll 12 13 14 15 16 17 18 19 0 1

WorkinPakistan

WorkjnJapan

① ② ③ ④ ⑤

Reporting

(D Inception Report

@ Prog(ess Report

③ Interim Report

④ Draft Final Report

(9 FinaJ Report
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属資料-4

パキスタン共和国 ぺシャワール郡カブール河右岸地域潅怒開発基本計画

撃:

鶴
IL-..--&王ご

カブール河 ワルサック頭首工付近

こ‾蜘J.

ーLi

詞査対象地域 (ベシャワール郊外)
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the JiIPilneSe E.qbassy (n ls]amilbad

attended a briefing on Chashr71a

Right Bilnk Canal (CRBC) project
here on Tuesday morn)ng,
The briefing was a--anged by

W^PDA a( D.7. Khan to assess the

potcnlial of bringing more barren

land under cul(ivation.
Thc Japanese Goverr)ment had

showrl inteTeSl in financ川g the prop-

osed Lift Systc'm from the CRBC

wI-ich was basicaHy a Gravity Canal

being coJIStruCted al a cost of Rs.

1l,OOO n一山I'ons,)Olntly by the Asian

DcveTopment Bank and W^PDA.

The CRBC authorities briefed the

delegation about the pace of work onJ

the proJeCt and its impacton the oveT-

al)economy of the country. The deLe-

ga(ioれWaS tOld山at 169 TTtile tons

canal with a capaclty Of four 4879

cusic water on cornp)etion would irri-

gate 50nle 5,70,OOO acres of baTren

land in D.I. Khan a†ld D.G. Khan

distric(s.

･
､ The delegation wa.=o]d thal如i-

(iaI)y the pro)ec( was seheduJed to be

eomp!e'ICd in two ph･dSeS. Phase one

comprised G-avlty and phase two Lift

Cana'l. but the tiltC{ w･.IS dropped

owmg to the dispute on the lTldus

wa(er.

1t was exp)aimed that shlCe the
Indus Water Apportionment Accord

had now been announced by -he govI

crrLmen=he Lほt Canal was beiT18 re-

considered which would irrlgate

2,72.0†叫acres
ofadditionaHand with

a discharge of 1.100 cusic watマr.
The delegation showed keen in-

1CreSl in the pro)ecl and hoped (hat

the Li一tCanal would be started.
Later. the members of delegation

physically iTISPeCled (he Chashma

Rl'ghtBank CanaL-APP

JI to占1ect hollest

people in'LB

polls
From Our Correspondent

PESHAWAR-Hakeem AbduJ
Waheed, Arnir Jamaat ls)ami.
Feshwar has said that their party

wou'Jd pJay its due role in the for(h-

cormng local hodics p(一帖and wouJd

ctc･c=-oncst and dedicated people to

the local bodies institutions.

【na Press statement.i主sued here on

Wednesday, the )I Ieader said that
(hey were strugg)l'ng for enforcement

of lslamje Sharial=n the country itnd

would pave way? for this obJ'ective

with elcctJng Sincere, dedicated arld

pur6 M11Slims in l也e local bodies

poIIs･ He s乙Iidthat they would hloek

ways of ttbosebargains for money-and
designatJOnS in the Municipal Corpo-

ration of Peshawar.

z IHukecJTl.Abdul Wat】eed Fur(her

･s･(yid-I
h･dt-J7LrFrLlatlslamトw刑It9 I(ナtleet

honest
and dedic･dted peoptc lo the

local bodies institution and would ex_

Hizbe 'Islami bl‡中ed
for.-Afghan frictidh.
From Omar Amer

PESHAWAR-The Independent

Government.of Kunar province
known as Amarate 15lami headed by

Maulvi Jamee)ur Rehrnan has

cLairned that its Muiahideen were not
defeated arid very much alive to face

what it described the aggression com-

mitted by Gulbaddin Hjkmatyar and
ne forces of Hizbe Tsfami. 1t ]Ls sa]'d
that soone.r or later the aggressors

wotsld be destroyed an'd the war

which had been started by Gu)baddin､

would 】asl even after the indepen-

delcsepo.fkeTz2ニnj…ttahne･.n.e,.I.,Minis_

tryofÅmarate lslami loJd TheNa(L'017

here on Wednesday lha=he genocide

and carniLge Committed by Gulbaddin

Hikma(yar and his forces agaITISt the

lsJamJ'c Jndependenl Governmerlt Ot
Kunar had created disumty and deep

fr')ct^1On among the Afgh.an peop一e

which could not be erased.
He
claimed that under an agree-

merLt atnOng the yarious Mu3ahideen
groups the present coalition govern-
men( of Amara(e [s]am]'was e)eeted
in Kunar province two years back.

He said that soon after comlng Into

power the AmaTate Is一amic Govern-

ment had enforced Sharia in the pr()-

vince and peaceful conllitions were

reslorL･J･ He alfeged (hat ancr the es-

IabJishll-Cnt Ofthe Shariagovernment

Hizbc lsla,ni (Gulbadin) started its

opposition as his party was dcrea(cd
in the elections.
The spokcsmiln Claimed thilt Wht:n
a J]'rga oF (71e AFghan commanders
expressed i(s fulJ confider)ce on Prof.

Sibgha(unah Mujaddadi as head of
the I--te了im Government of Afghanis-

tan, GuLbadin Hikmatyar withdrew
himself fromthe

govemrnent. He aト
Jeged tha=he leadership of Hizb･e ls-
]am]'considered

7amic party and

pOWer･
He said that
^marate lslami

fered (o Hizbe lslami to end itsLd-iffer-

epces wJ'(h the governmen=hrough

nego(ia【ions:I But instead of adop(.ng

peacefu一 means it resorted to aggresI

sion and genocide, he said.
The spokesman alleged that some
fore]gn diploma(s

and or%anisatio71S
were also )'nvo暮ved in consplraCy
agal-1St the Amarate lslamiwllO Were

agalnSt the enforcemen( of Sharia )'n

Afghanistan. He said (hat the Ama-

rate lslami woIJld soon disc)o£e lhe
names of those who conspiied agalnSt
its goyerTlmenL'
He c一aimed that the AtTtarate tS-

]amiwas st川Func(ion=-g ar)d ne

question of iI畠dcfeat did not arise.
He said that the pe?plc oJl･ Kuner

could not be suppressed by whilt he

called the hired assass叩S and Amcrト

Can arrnS.

itself as (he on一y (sI

wasps(rivlng tO gr'1h

the governmcn=)i
had repeatedly of-

Afghan leaders differ
on booty distributiわn
Frorn Our Correspondent

PES11AWAR-トIundrcdゝ ot' Af-

ghan refugees and Mujahideen of var-
ious -esistance groups s-aged a pro･
test demonstration ag･d]nSt Maulvi

Jalaluddin Haqarti and other com-

111a11ders who, were supervISlng aト
fairs oE Khos(. recently fe)1 (o Mujahi-
deen in.Mi一an Shah.

The protesters led by Amanullah

ofJamiat lstami. Haji Ali Khan Gor-
buz. Shah Khiln Of Harkat-i-lslatTIi

and Mau]vi Mir Mohamrr)ad oE It_

(ehad-i-Jslami were demandingofdis-

tribulion ofbooLy which the comrnan-

dcrs seer)red in KhosL among those
Afghans who shh-ed in liberation of

that town.

They av: a一so demanding reopen-

]ng oE au routes 比ading to Gorbaz

refugees'cqmpIWhere thousands of

refugees pass”g throllghmiserab)e
corlditions.
The repor( said that the protesting

refugees Ejrsl assemb(ed ip MirarL

Shah Bazar where briefly addressed
by (heir cJders who severely con-

demned attitude of Jalaluddin Ha一

qani, EngineerGulbadin Hekma(Tar.

said Mollammad Shah ANLF and

Ihese leaders had closed tlll roads
leading to Gorb紀refugee～1 citmp aYLd
now lhe re(ugees were fzIC]ng Sho卜
(age of drinking water and other food

Items.

The speakers demanded of(hegov-
ernment and other interniltional

forces fO forec JaliLluddin tlllqこIni
itt-(I

his
ilSSOCiaLes to pTOVidc due shilre in

booty tO dwclleTS O† Kht)st ･.In°rc-

slore supp)y of drinkillg WiltCr and
food items to the refugees of Gortwz

CamP･

M亡iLnWhile. the refugees o(Gortw∠

camp, situated inside ^fgha山ゝ-･ln

srtatchcd two armourcd pt:rsonnel
cars besides

.oLhe†
vehicles from

JalaI､uddJ'n Haqani and o(her fcaders

andnow they were pJdnnl'ng
to mpYC

:tow;JrdsI Khost City, where the com-

miLnders had stored (he ilrFTIS 壬)nd

other goods whicいhey seized from

the troops durJ'ng the war.

For counlenng the situation. Mr

Haqani and his associates now were

slruggling (o shift an goods and arRIS

to KhaTdand rerLJgeeSI car71P Si(uated
in the Trl'hal areas･ The angry Aト

gh乙InS WCrC also plann”1g tO hJock

(Fhai…諾;'ihjl=nt73hqi8#,1:edA.(
;eomwt3鶴離島認識鵜spLt･J:kuこ)iTt

ing Khosl war･ They alleged tha【 town wass(ated tobe verytertse･
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